
生産性向上、競争力強化を促進する交通・物流インフラの重点的整備

１．円滑な交通・物流を阻害しているボトルネックの解消

<道 路 の 現 状 >

・主要渋滞ポイントは全国で約3,200箇所

・交 通 渋 滞 に よ る 経 済 的 損 失 ：年 間 約 １２兆円

・とりわけ首都圏の渋滞は深刻

　・圏央道内の主要渋滞ﾎﾟｲﾝﾄ：約600箇所　

　・東 京 23区 内 に お け る 一 般 国 道 の 平 均 走 行 速 度 は 、

　　時速19㎞と、全 国 平 均 （時速36ｋｍ）の 約 半 分 。

　・首都高速都心環状線の通行量の約６割が通過交通

<鉄 道 貨 物 の 重 要 性 >

(1) 地 球 温 暖 化 問 題 へ の 対 応

　輸送ﾄﾝｷﾛ当たりの CO2排出量が少なく、

　ｴﾈﾙｷﾞｰ消費原単位の低い鉄道の活用

(2) 貨 物 輸 送 に お け る 輸 送 効 率 の 向 上

　・従業員一人当たりの年間貨物輸送量

　　　トラック　　　　23.9万ﾄﾝｷﾛ

　　　鉄道　　　　　200.7万ﾄﾝｷﾛ

　　　内航海運　　386.7万ﾄﾝｷﾛ

(3) 貨 物 輸 送 の 複 数 ル ー ト の 確 保

２．輸送モード間の物流の円滑化

〈問 題 点 〉

空港・港湾と高速道路網とのアクセスは、諸外国
に比べて格段に悪い。

※高規格幹線道路等のｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞなどから　10分以内に

　　到着可能な施設数の割合

　　　　　　　　　〈空港〉　　　　〈港湾〉

　　　日本　　　　57%　　　　　　33%
　　　米国　  　　98%　　　　　　93%
　　　欧州　  　　72%　　　　　　93%

《　対　策　例　》

(1)　 幹 線 道 路 の 機 能 強 化

　－立体交差化・右折車線の改良　(信号の右折可能矢印の

　　　表示時間の延長、右折ﾚｰﾝの増設・長さの延長等）

　－河川横断橋梁の整備

(2)　 環 状 道 路 の 整 備

　－東京圏の３つの環状道路の部分完成の前倒し実施

　　（圏央道西側、外かん東側、　首都高速３号線以北の　　　　　
　　　中央環状線部分）　　⇒　経済効果約２兆円

　－大阪圏では第二京阪,第二環状線、京奈和自動車道

　　　の早期整備

　－名古屋圏では東海環状自動車道,名古屋環状２号線

　　　の早期整備

(3)　ＩＴＳの推進、とりわけＥＴＣ（ﾉ ﾝ ｽ ﾄ ｯ ﾌ ﾟ 自 動 料 金 収 受

　　ｼｽﾃﾑ）の早期普及 （高速道路の渋滞の35%は料金所で発生）

(4) 交 通 の 円 滑 化 に 資 す る 都 市 イ ン フ ラ 整 備

　－ 都市再生戦略地域の指定による街路・街区整備

《　対　策　例　》　

(１) 京葉線・東京臨海副都心線を活用した

　　貨物ルートの整備

　〔南船橋～東京貨物ﾀー ﾐﾅﾙ間、投資額約100億円、

　　事業主体となる第三セクターへの一部国庫補助〕

(2) 上記ルートと接続される

　　京浜臨海線の貨客併用化

(3) 山陽本線において、長編成列車の運行を

　　可能とする地上インフラ整備

《　対　策　例　》

(1) 輸 送 モ ー ド 間 の 結 節 点 の 整 備

　　　：東京貨物ﾀｰﾐﾅﾙ駅から大井埠頭への引込線の延長

　　　：空港、港湾等へのアクセス道路整備

(2) 国 際 海 上 コ ン テ ナ の 陸 上 輸 送 の 確 保

　　：トラック輸送における橋・トンネル整備

　　：鉄道輸送における取扱駅の増設、トンネルの改修等

(3) 船 舶 の 大 型 化 に 対 応 し た イ ン フ ラ 整 備 　

　　：中枢国際港湾等における大水深ﾀｰﾐﾅﾙの重点的整備

　

成田空港・関西国際空港の拡充、中部国際空港の早期整備、首都圏第三空港の整備、第二東名・名神道路の整備といった、基幹的な交通・物流インフラ
の整備を着実に進めるとともに、下記の２つの政策課題に資する交通・物流インフラを重点的に推進すべき。
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